新年の抱負
早良ひまわりハウス　竹内　巌

　新年あけましておめでとうございます。令和に代わってから２年過ぎましたが、昨年は平成が遠い昔の事のように感じた１年となりました。様々な情報が飛び交い、右往左往する中で最善を探す毎日でした。新年を迎えるに当たり大きな変化の年となった昨年を振り返り、そこから見えてくるものから新年の抱負について述べさせていただきたいと思います。
いくつか心に残っている事柄として、情報に振り回されること、以前と同じことが繰り返し起こっていること、疑心暗鬼、共通認識が進んだこと、連携共有すること、備えること、大きなうねりの中で変わらずにあること等があります。
　情報を得る手段としてＴＶ，ラジオ、インターネット、口コミ等様々ありますが、情報が溢れかえって何を最良として選択するべきか日々問われたと感じています。その中で印象的だったことの一つはトイレットペーパーが店頭から一時的に消えたことです。オイルショックの時に同じ現象が起きたことは知っていましたが、まさか令和の時代に体験するとは思いもよりませんでした。口コミは情報拡散速度が最も早いという良い面もありますが、情報の正確性や不安等負の面が入ると混乱を来すことが往々にしてあることをまざまざとみることになりました。今年はコロナ禍が徐々に薄れていくことを期待する中でも情報の取得とその判断を昨年の教訓を交えて取り組んでいきたいと思っています。
　情報共有、共通認識、連携。間違っている情報も含めて、それぞれが得た情報を持ち寄り共有することで共通理解が深まりました。特に衛生環境をどう保つか、健康状態の把握とその引継ぎ、様子観察の視点について、日中の仕事場や事業所との情報共有等多岐に渡りました。危機感がそれぞれの意識を高めたことと単独ではなく協調して取り組むことの大切さについて実感を持って臨んでいたことが根幹にあると感じています。３密を避けつつ連携していくことは時間も機会も縫うように行う必要があり、如何に簡潔にしかし細部を見落とさずにと確認確認の日々だったと思います。また連絡を取り合う事でお互いがどういう状況に置かれているのか、どういう風に受け取っているのか、次の行動をとるためにはどの情報から伝えていったら良いのか等、発信者、受け取り手のコミュニケーション能力を高める良い年でもあったと思います。培えたことの上に更に積み上げられるよう日々の業務に生かしていきたいと考えています。
　昨年だけを考えるとオリンピックが延期になったり、甲子園が中止になったりと失われた時間は戻って来ない、覆水盆に返らずとなるでしょうが、これまでにもスペイン風邪やペスト等の疫病が世界を席巻した歴史、毎年のように起こる自然災害、実はどれも身近にあるものと捉えられなくもないと考えます。大きく変化した昨年でしたが、本質的には変わらない原理、原則を見据え、その上に経験を加えていく、四文字熟語でいけば不易流行を大事に取り組んで参りたいと思います。
　
